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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月26日(2020.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　偏光子の少なくとも一方の面に、硬化性樹脂組成物を硬化して得られた硬化性樹脂層を
備える偏光フィルムであって、
　前記硬化性樹脂組成物が、下記一般式（１’）
【化１】

で表される化合物（ただし、Ｘ’はビニル基、（メタ）アクリル基、スチリル基、（メタ
）アクリルアミド基、ビニルエーテル基、エポキシ基、オキセタン基およびメルカプト基
からなる群より選択される少なくとも１種の反応性基であり、Ｙはフェニレン基または炭
素数１～２０の置換基を有してもよい直鎖または分岐のアルキレン基であり、Ｒ１および
Ｒ２はそれぞれ独立に、水素原子、置換基を有してもよい、脂肪族炭化水素基、アリール
基、またはヘテロ環基を表す）を含有し、
　前記硬化性樹脂層が接着剤層であることを特徴とする偏光フィルム。
【請求項２】
　前記一般式（１’）で表される化合物が有するＲ１およびＲ２がいずれも水素原子であ
る請求項１に記載の偏光フィルム。
【請求項３】
　前記接着剤層を介して、前記偏光子の少なくとも一方の面に透明保護フィルムが設けら
れた請求項１または２に記載の偏光フィルム。
【請求項４】
　前記一般式（１’）で表される化合物が、下記一般式（１ａ）～（１ｄ）：
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【化２】

で表される化合物である請求項１～３のいずれかに記載の偏光フィルム。
【請求項５】
　前記硬化性樹脂組成物が、下記一般式（２）：

【化３】

で表される化合物（ただし、Ｒ３は水素原子またはメチル基であり、Ｒ４およびＲ５はそ
れぞれ独立に、水素原子、アルキル基、ヒドロキシアルキル基、アルコキシアルキル基ま
たは環状エーテル基であって、Ｒ４およびＲ５は環状複素環を形成してもよい）を含有す
る請求項１～４のいずれかに記載の偏光フィルム。
【請求項６】
　請求項１～５いずれかに記載の偏光フィルムが、少なくとも１枚積層されていることを
特徴とする光学フィルム。
【請求項７】
　請求項１～５いずれかに記載の偏光フィルム、または請求項６に記載の光学フィルムが
用いられていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項８】
　偏光子の少なくとも一方の面に、硬化性樹脂組成物を硬化して得られた硬化性樹脂層を
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備える偏光フィルムの製造方法であって、
　前記硬化性樹脂組成物が、下記一般式（１’）
【化４】

で表される化合物（ただし、Ｘ’はビニル基、（メタ）アクリル基、スチリル基、（メタ
）アクリルアミド基、ビニルエーテル基、エポキシ基、オキセタン基およびメルカプト基
からなる群より選択される少なくとも１種の反応性基であり、Ｙはフェニレン基または炭
素数１～２０の置換基を有してもよい直鎖または分岐のアルキレン基であり、Ｒ１および
Ｒ２はそれぞれ独立に、水素原子、置換基を有してもよい、脂肪族炭化水素基、アリール
基、またはヘテロ環基を表す）を含有するものであり、
　前記偏光子の少なくとも一方の面に、前記硬化性樹脂組成物を塗工する塗工工程と、
　前記偏光子面側または前記硬化性樹脂組成物の塗工面側から活性エネルギー線を照射し
て、前記硬化性樹脂組成物を硬化させる硬化工程を含み、
前記硬化性樹脂層が接着剤層であることを特徴とする偏光フィルムの製造方法。
【請求項９】
　前記接着剤層を介して、前記偏光子の少なくとも一方の面に透明保護フィルムが設けら
れた偏光フィルムの製造方法であって、
　前記偏光子および前記透明保護フィルムの少なくとも一方の面に、前記硬化性樹脂組成
物を塗工する塗工工程と、
　前記偏光子および前記透明保護フィルムを貼り合わせる貼合工程と、
　前記偏光子面側または前記透明保護フィルム面側から活性エネルギー線を照射して、前
記硬化性樹脂組成物を硬化させることにより得られた前記接着剤層を介して、前記偏光子
および前記透明保護フィルムを接着させる接着工程とを含む請求項８に記載の偏光フィル
ムの製造方法。


	header
	written-amendment

